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高分子形燃料電池(PEFC)の構造
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高時間・空間分解の燃料電池可視化の要求

１．セパレータ内の電流分布、及び２次元、3次元の反応物、水蒸気、
温度の分布 (数10μm～数10cm、定常及び過渡現象)

２．電解質内の厚み方向水輸送挙動、液・固水、電気抵抗分布等
（ 1 μm～数10 μm 、定常及び過渡現象)

３．触媒層内の気・液水、反応物、温度、電位、電気抵抗の厚み方
向分布 （1μm～10数μm 、定常及び過渡現象)

４．MPL(多孔質触媒支持層)、及び多孔質支持・集電層内の気・液・
固水、反応物の厚み方向分布 （1μm～数100 μm 、定常及び
過渡現象)

上記は

燃料電池の性能、耐久性、コストを決定づける主要因子
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燃料電池研究における

従来の可視化例
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発光色素膜による反応物，湿度，温度等の

高時間・空間分解二次元可視化 (山梨大・早稲田大・島津グループ)
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負荷運転下のカソードセパレータ中の酸素分圧分布測定結果
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触媒腐食時に生成のCO2可視化原理
(山梨大・早稲田大・島津グループ)

励起光 (473nm)
吸収ピーク (TOA+PTS-)

CO2 CO2 発
光

強
度

(a
.u

.)

発光ピーク

吸
光

度
(a

.u
.)

400        450       500       550       600
波長 / nm

CO2濃度の増加に従って、 CO2検出膜周囲の
pH減少により、発光強度は減少

N+

OH-

7


	燃料電池分野からの要望
	高分子形燃料電池(PEFC)の構造
	高時間・空間分解の燃料電池可視化の要求
	燃料電池研究における従来の可視化例
	発光色素膜による反応物，湿度，温度等の高時間・空間分解二次元可視化(山梨大・早稲田大・島津グループ)
	触媒腐食時に生成のCO2可視化原理



